


















































二年余りを、乱歩は作家としての最良の時期であったとしている。 「自分持っている小説力というべきものを殆ど出しつくしたのであった」 （ 『探偵小説四十年』 ） 。朝日新聞に連載していた「一寸法師」が完結すると、昭和二年三月、乱歩は当分筆を断つこと 決意して、放浪の旅に る。
十四か月の休筆期間を経て、昭和三
年の夏、 「陰獣」で復帰す と、翌四年には長篇「孤島の鬼」を連載、同年に「蜘蛛男」を書いている。「蜘蛛男」が掲載されたのは講談社の『講談倶楽部』であった。講談社の求める通俗的な読物を書くことは 当時の作家のあいだでは敬遠されても たが、乱歩はこれを引き受けた。編集者の熱心な依頼や、高額の原稿料、当時の乱歩の「生きるとは妥協すること」といった自暴自棄に近い気分、さまざまな要因があって「ヒョイと書く気になったのである」 と乱歩は書 て る。







連載第八回のも であ 乱歩は多くの書簡を複写式 原稿用紙で書き、控えを保存していたのだが、一部の原稿についてもそのようにしていたのだった。だが残念ながらその量は多くはない。 「魔術師」の原稿の控えも、この部分だけが残っていたも である。この冊子には『東京朝日新聞』に書いた随筆「人形」 （昭和六年一月十四日から十九日、 五回連載）の原稿と、 『富士』に書いた 「 『白髪鬼』 執筆について」 （三月号）の控えがある。
この「魔術師」第八回は『講談倶楽
部』昭和六年三月号に掲載された。掲載時は「悪戦苦闘 巻」となって る。原稿の冒頭にある、これまでの荒筋を説明した部分から「消失せた令嬢」の節は、掲載されたものと同じであることから、この原稿をそのまま使用したことがわかる。二十四枚目以降の「野球団の拾ひ物」の節は、掲載されたものには存在しない。 「消失せた令嬢」のあと「魔術師の激怒」という節になる。「野球団の拾ひ物」では、縛られた男
れ、新文芸坐では戦後を描いた映画が上映された。
今回のイベントでのそれぞれの会場
における企画を簡単に述べたが、詳細はこの『センター通信』と同時期に刊行する『大衆文化』第十四号にも掲載している。戦後の池袋についての論文を掲載した第十三号と併せてお読みいただければと思う。落合教幸（立教大学江戸川乱歩記念
　
大衆文化研究センター学術調査員）
資料紹介江戸川乱歩 「魔術師」
